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資料２－１

徳島県生活環境保全条例の一部改正（概要）について

１ 条例改正の内容

事業場全体

水質汚濁防止法対象事業場 条例対象事業場

排水規制基準 法 条例 (単位mg/L)

1,4-ジオキサン 0.5 － 0.5

カドミウム 0.03 0.1 0.03

鉛 0.1 1 0.1

砒素 0.1 0.5 0.1

1,1-ジクロロエチレン 1 0.2 1

亜鉛 2 5 2

＜対象事業場＞

豚又は牛を30頭以上飼養する施設

ｺﾞﾑ製品製造業の用に供する被鉛施設,洗浄施設他
紙加工品製造業の用に供する貼り合せ施設

廃棄物焼却炉の用に供する廃ｶﾞｽ洗浄施設

ｱｽﾌｧﾙﾄﾌﾟﾗﾝﾄの用に供する廃ｶﾞｽ洗浄施設他

給食又は調理の用に供する洗浄施設

集乳業の用に供する洗浄施設

２ 条例改正の理由

水質汚濁防止法に係る排水基準に，1,4－ジオキサンが追加され（平成２４年５月

施行），さらに土壌環境基準においても追加されることとなった（平成２９年４月施

行予定）。

また近年の相次ぐ法改正により有害物質の規制は厳しくなっており，本県の公共

用水域は現在のところ良好な水質を保っているが，将来にわたり県民の安全及び環

境を保全していくうえで，カドミウム等の排出水の許容限度についても，法の規制

基準を準用する。

３ 今後の予定

平成２９年１月３１日 環境審議会生活環境部会審議

２月 ２月議会議案提出

４月 １日 施行


